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研究要旨 
食品用器具・容器包装、おもちゃ及び洗浄剤（以下、「器具・容器包装等」）の安全

性は、食品衛生法の規格基準により担保されているが、近年、食品の安全性及びその

信頼性の確保に関する関心の高まりとともに、その試験法及び試験結果に対する信頼

性の確保も重要な課題となっている。そこで、器具・容器包装における溶出試験に係

わる総乳酸定量分析法の性能評価、並びに材質試験に係わるジフェニルカーボネート

試験法及びアミン類試験法の改良に関する研究、並びにメタクリル酸メチル試験法へ

の HPLC の適用に関する研究を実施した。 
総乳酸定量分析法の性能評価については、26 試験所が参加する室間共同実験を実

施した。室間共同実験により得られた分析結果を、国際的なハーモナイズドガイドラ

イ ン に 沿 っ て 統 計 的 に 解 析 し た 。 そ の 結 果 と し て 推 定 さ れ た RSDR と

Horwitz/Thompson 式を用いて計算される PRSDR から算出される HorRat 値を指標とし

て評価した結果、総乳酸定量分析法分析法は Codex 委員会が分析法承認のために設定

している性能規準の指標値を満たしており、分析法として妥当な水準にあることが確

認された。 
ジフェニルカーボネート試験法については、標準溶液中のジフェニルカーボネート

が調製後に分解するため、検量線の直線性が悪く、分析値の真度が低いことが指摘さ

れている。この問題点を解消したうえでビスフェノール A(フェノール及び p-tert-ブチ

ルフェノールを含む)も同時に分析可能な改良ジフェニルカーボネート分析法を構築

した。その性能を評価した結果、真度、精度ともに妥当な水準にある結果が得られ、

改良分析法は規格の適否判定を行うための分析法として利用可能で有用であると考

えられた。 
アミン類試験法については、トリエチルアミンの揮散並びにトリエチルアミン及び

トリブチルアミンの器具類への吸着により、分析値の真度が低いことが指摘されてい

る。この問題点を解消したうえで、さらに高い選択性が得られる質量分析計(MS)やタ

ンデム型質量分析計(MS/MS)を利用した改良アミン類分析法を構築した。その性能を

評価した結果、規格の適否判定を行うための分析法として利用可能で有用であると考

えられた。ただし、充分な性能が得られない試験所もあったことから、引き続き器具

類への吸着を低減させるための対処法を検討する必要があると考えられた。 
メタクリル酸メチル試験法への HPLC の適用に関する研究については、はじめに

HPLC 条件の最適化を行った。続いて本条件でメタクリル酸メチル（MMA）を測定し



15 
 

たところ、MMA のピーク面積値が徐々に小さくなる現象が確認された。これは、浸

出用液である 20%エタノール中で MMA が加水分解したためと推定された。そこで試

験溶液をエタノールで 10 倍以上希釈したところ MMA を安定的に測定できることを

示した。また標準原液および標準溶液もエタノールで調製することとした。本改良

MMA 分析法について限度分析法および定量分析法としての性能を評価したところ、

いずれの分析法においても国内外のガイドラインで示された目標値を満たしていた

ことから、規格の適否判定を行う分析法として利用可能であると考えられた。 
以上の結果より、総乳酸定量分析法、改良ジフェニルカーボネート分析法及び改良

アミン類分析法、並びに改良 MMA 分析法のいずれもが規格試験法として適用可能な

性能を有していると考えられ、告示試験法の代替分析法としての使用が期待された。 
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